	

	会議名
	令和８年度　第1回　地域連携推進会議（くるみ・ときわ荘）　議事録

	開催場所
	社福）こぶしの会
GHくるみ
	開催日時

	令和8年9月25日（火）
10：00～11：00

	出欠状況
	［出席予定者］
Ｏ様ご夫妻（利用者様ご親族）、Á様（地域住民）、Ｋ様（くるみ利用者）
　K様（ときわ荘利用者）、⑤高橋（管理者）・大澤職員
［ZOOM参加者］

	
	［欠席者・事由］

	議　長
	高橋
	書　記
	高橋
	レジメ作成
	高橋

	
	

	会議の目的、確認事項

	
	1 利用者と地域との関係づくり
2 地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進
3 施設等やサービスの透明性・質の確保
4 利用者の権利擁護

	はじめに　

	
	はじめに
●参加者自己紹介
①Ｏ様ご夫妻
・グループホーム利用者のご親族（保護者）。四半期に１度程度、挨拶程度だが
ホームに来所しており、前回の当会議にも参加。
②Á様
・グループホームの近隣に在住。前回当会議に参加。
③くるみ利用者K様
・グループホームの生活で参加者に「楽しい」と聞かれ「うん」とうなづく。
④ときわ荘利用者K様
・K様同様に「楽しい」とご返答される。
⑤その他職員等についてもご挨拶申し上げた。

〇地域連携推進会議の目的の共有
・会議の目的、確認事項①～④それぞれの説明を管理者より行う。
・前回いただいたご提案にどのように対処したか、を報告し検討を行う。


	報告、確認事項
	内容確認

	
	高橋より
・長年の運営で存在は知られている。しかしどのような施設
　で何をしているのか、利用者様のご理解やどのような生活
　ぶりか、などはなかなか知られていない。どのように地域
　との関りを持てるか、が目下の課題であると説明し、今回
　の開催で意見を募りたい、と目的を確認いただいた。
・前回もご参加いただいた方もいるので、前回いただいた
　ご提案をした結果がどうだったか、を報告。
	


	協議事項

	[bookmark: _Hlk79309024][bookmark: _Hlk46817936]1．
	〇利用者と地域の関係づくり
	

	
	【前回参加者から頂いたご意見とトライした結果】
前回いただいたご意見に対応した結果はどうだったか。またそれを踏まえてのご意見
・Á様より
　地域行事に参加するのはどうか。（石井の）支所では住民
向けの行事を行っている。他にも小学校やPTA、自治会
などで主催するお祭りなどを、まずは見に行く、等をして
みてはどうか。
➡（高橋）くるみでは1人体制が継続され、保安者と同行者の２名が必要なところ、その確保が出来なかった。

・O様ご夫妻
　まずは挨拶からがいいと思う。最初は訝しがる人もいるか
　もしれないが、挨拶して悪い気はしない。気軽に挨拶し、
　利用者と住民との距離感を近しいものにしていくとよい。
➡（高橋）少しづつだがGH側から（主に管理者）普段ご挨拶する方以外の近隣の方にも屋外で会う際に挨拶をした。こちらからの声掛けに「訝しがる」表情をする方もいるが、続けて行こうと思う。
➡O様ご夫妻
　訝しがる人も居ると思うが、続ける事で親近感も出てくると思う。
➡Ｋ様（ときわ利用者）
　僕もホームや作業所で挨拶するよ。

	

	2．
	〇施設等やサービスの透明性の確保
	

	
	最近の利用者の様子を以下に説明した
・くるみでは６時が起床時間。７時に朝食と服薬。平日は９時から１６時は作業所に通所し16：30ごろGHに戻る。
１７時に夕食と服薬。以後、順番に入浴。入浴ではおおよそ順番が決まっていて、人により職員が洗髪洗体のサポートをする。２１時に就寝。２１時～翌６時は宿直があり適時サポートをする。休日の過ごし方は、一部の人は親族の迎えで外出。また外部サービスで買い物や外出する方もいるが、これは月に利用時間が決まっているため月１回程度。ほとんどの方は自室でくつろぐか、リビングでTVやDVDの視聴などをしています。
・ときわ荘は一部の方は週末に帰省。また自分で交通機関等を利用できる方は外出。概ね半分の方は外出はせず、リビングでTVなどを視聴しています。
➡（参加者）外出はどこに行く？
➡（高橋）８時ごろから１７時頃まで市中心部やインターパーク、人によってはラーメン屋さんなど。
➡（K様ときわ荘利用者）僕も妹が迎えに来て食事に行ったりするよ。

	

	３．
	〇地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進
	

	
	宇南ＧＨの特徴を以下に説明した。
・ときわ荘は、主に身体に障害を持つ方が多い事、最近では高齢になりこれまでできていた事が出来なくなる方も出てきている。
➡（参加者）高齢な利用者は何歳？
➡（高橋）７０才を超えた方もいる。長年利用されている方が多く、自然と高齢化している。

・ＧＨくるみは、主に身体障害より知的に障害を持つ方が多い事、利用者の中には強度行動障害という行動面で課題を持つ方もいる。
・障害の重さを示すもので「区分」というものがある。区分は市役所が２年後毎に面談し決めており、軽度な1から最も重い６まである。
宇南地域の２ＧＨは各８名定員で合計１６人が利用しているが、いずれのＧＨも平均して４以上、総平均４.６、９割以上となっており、重い方の利用が多いGHである、と説明。

	

	次回会議の予定
	令和　　９年　３月　　日（  ）
※毎年9月および3月頃を予定
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